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加工誤差を持つ量産部品から高精度組立製品を高効率で生産 

できます。 

    
           
加工誤差を持つ複数の量産部品で構成される組立製品を，設定された組立公差で，高能率に組立

生産するため方法を開発します．具体的には，各組立部品の加工誤差を測定後，生産効率が最大と

なる部品を選択して組み立てを行います，あるいは，一部の部品に修正加工を施し組み立てる方式に

おいて，高精度組立製品を高能率に生産する方法を研究します．また，部品の加工誤差測定時に測

定誤差が発生する場合には，測定誤差の不良品発生に及ぼす影響を最小化する方法を開発します．

 本方式は，リレー，ベアリング，バルブリフターなどさまざまな高精度組立製品に適用可能です 
 

 

 

 

 

 
１．加工誤差を持つ組立部品から高精度組立製品を高能率で生産可能となる．また，組立不可

能な余剰部品の削減が期待できる． 

２．加工誤差を持つ組立部品から高精度組立製品を生産する工場に導入が期待できる．(各工場

特性に応じたカスタマイズが必要) 

３．部品の加工誤差測定時に測定誤差が発生する組立部品から高精度組立製品を生産する工場

に導入が期待できる．(各工場特性に応じたカスタマイズが必要) 

４．部品物流挙動解析用のシミュレーターで物流挙動がシミュレーション可能となる． 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


